
SPTs達成状況レポーティング

当行にてご支援したサステナビリティ・リンク・ローンにおける野心的な目標としてのSPTs状況は下表の通りです。

2026年5月末日時点

SPTs達成状況

株式会社ＴＡＩＨＯホームさま 2025年7月4日 ZEH基準の水準の省エネルギー住宅の受託率
2025年度98%、2026年度99%、

2027年度以降100%
100% 達成

株式会社髙翔さま 2025年7月31日 ZEH基準の水準の省エネルギー住宅の受託率
2025年度74%を起点に6%ずつ上昇、

2029年度に100%
83.3% 達成

株式会社マルヤさま 2025年9月1日 CO₂排出量（SCOPE1,2）の削減率
2023年度（基準年度）比で

毎年2.7%ずつ削減

基準年度比

1.2%の削減
未達成

美馬産業株式会社さま 2025年9月22日 CO₂排出量（SCOPE1,2）の削減率
2024年度（基準年度）比で

毎年2.7%ずつ削減

基準年度比で

排出量増加
未達成

フクヤ建設株式会社さま 2025年12月22日 ZEH基準の水準の省エネルギー住宅の受託率 100%を維持 100% 達成

●各社のお取組み

　株式会社TAIHOホームさま

　株式会社髙翔さま

　株式会社マルヤさま

　美馬産業株式会社さま

　フクヤ建設株式会社さま

お借入人名 お借入日 KPI SPTs
直近のKPI実績

：注文住宅事業において、お客さまの要望を丁寧にヒアリングしつつ、省エネルギー住宅の経済性についてもご説明することで、

　SPTsを達成されています。

：注文住宅事業において、ZEH基準を充足する高品質な住宅性能を標準整備として展開され、100%を維持されています。

：CO₂排出量の可視化と省エネ活動を継続されています。然しながら、基準年度までの過去3か年（2021～2023年度）で既に大幅な省エネを

　実施されてきた経緯（2023年度のCO₂排出量は2021年度比で25%削減）もあり、直近のSPTsは残念ながら未達となりました。

：省エネ活動を継続されています。然しながら、新事業である「和三盆ラム」製造事業の本格稼働に伴い、

　同事業でのエネルギー消費量増加があり、直近のSPTsは未達となりました。

：高性能の家づくりを掲げられ、全ての注文住宅で性能評価を実施されています。省エネ性能のみでなく、耐震・耐久・耐熱の各項目で

　高性能な住宅提供を実施されています。


